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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 2,467 28.2 186 ― 199 580.8 240 592.2
26年3月期第2四半期 1,924 △17.0 △48 ― 29 △70.8 34 △34.5

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 299百万円 （591.4％） 26年3月期第2四半期 43百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 24.58 ―
26年3月期第2四半期 3.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 5,689 3,933 68.4 402.26
26年3月期 5,261 3,712 70.6 379.62
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 3,892百万円 26年3月期 3,712百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 9.00 9.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 2.5 130 ― 290 92.1 274 74.5 28.02



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続き
は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は、経済情報・市場環境・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により記載の予想数値と異なる可能性もあります。なお、業績予想に関する
事項は、〔添付資料〕Ｐ２．「１．経営成績（1）経営成績に関する分析」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 1社 （社名） ライム・ツリー・クルーゼズ社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 9,780,000 株 26年3月期 9,780,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 403 株 26年3月期 403 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 9,779,597 株 26年3月期2Q 9,779,597 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における当社を取り巻く経営環境は、政府の景気対策による雇用及び所得環境の底堅さ

が下支えとなり、緩やかな回復基調で推移いたしました。

 一部に消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が見られましたが、当社グループは、海外旅行を専門としてい

るため増税の影響をさほど受けずに推移しました。

また、主な当社顧客層は熟年層のため、景気の動向を比較的受けにくい方々です。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益24億67百万円（前年同期 19億24百万円／前年同期比 

28.2%増）と順調に推移いたしました。

 当第２四半期連結会計期間催行のツアーにつきましては、『クィーンエリザベス号の船旅 煌めきの西地中海クル

ーズ』、『伝統薫るスコットランド 花と庭園の英国紀行』、『マッターホルンを望む山上ホテルに宿泊 三大名峰と

スイス周遊』が好評でした。

全体の傾向として1ツアーあたりの催行人数の上昇や当社利用の河川クルーズ船「セレナーデ２号」の乗船率向上

もあり、クルーズを含めたヨーロッパ方面は特に好調でした。

 その他、経費節減などの取り組みの結果、利益面におきましても、当第２四半期連結累計期間は、営業利益1億86

百万円（前年同期 営業損失 48百万円）、経常利益1億99百万円（前年同期 経常利益 29百万円／前年同期比 580.8%

増）、四半期純利益2億40百万円（前年同期 34百万円／前年同期比 592.2%増）となりました。

当社といたしましては、引き続き基本方針であるお客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感

と満足感」の提供を実践し、他社と差別化されたサービスの一層の向上を目指した商品提供を進めてまいります。

なお、平成27年３月期第１四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）に計上いたしました特別利

益の一部につきましては、今後、配当と自社株買いを通じ、株主の皆さまへ利益還元してまいる方針でございます。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ4億28百万円増加して、56億89百万円となり

ました。

 主な増減要因としては、現金及び預金が4億17百万円増加したこと及び季節変動により営業債権（営業未収入

金・旅行前払金）が58百万円増加したことによります。

 負債は、同じく季節変動により営業債務（営業未払金・旅行前受金）が1億80百万円増加したこと、及び未払法

人税等が18百万円増加したことにより、前連結会計年度末と比べ2億6百万増加し、17億55百万円となりました。

 純資産は、配当の支払い及び四半期純利益の計上により利益剰余金が1億81百万円増加したこと及び少数株主持

分が41百万円増加したことにより、前連結会計年度末と比べ2億21百万円増加し、39億33百万円となりました。

 

 ②キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、19億37百万円(前連結会

 計年度末は15億20百万円)となり、前連結会計期間と比べ4億17百万円の資金の増加となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 営業活動によるキャッシュ・フローは、2億64百万円の資金の増加となりました。

 主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

 ① 税金等調整前四半期純利益3億81百万円の計上による資金の増加

 ② 営業債権・債務残高の変動に伴い資金が89百万円の増加

 ③ 貸倒引当金の減少により資金が1億67百万円の減少

 ④ 法人税等の支払いにより資金が54百万円減少

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動によるキャッシュ・フローは、2億2百万円の資金の増加となりました。

 主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

 ①投資有価証券の取得・売却により資金が2億68百万円増加

 ②投資有価証券清算分配金により資金が14百万円増加

 ③預け金の支出により資金が67百万円減少
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

  財務活動によるキャッシュ・フローは、58百万円の資金の減少となりました。

  この減少は、配当金の支払いによるものであります。

 

 前年同四半期連結累計期間との比較・分析

 当第２四半期連結累計期間における獲得した資金は、4億17百万円（前年同四半期は1億93百万円の獲得）となり、

前年同四半期と比べ2億23百万円の増加となりました。前年同四半期との比較・分析は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果獲得した資金は、2億64百万円(前年同四半期は1億95百万円の獲得)となりました。

 前年同四半期との差異68百万円の主な要因としては、下記内容が挙げられます。

 ①前年同四半期と比べて税金等調整前四半期純利益が3億20百万円増加

 ②前年同四半期と比べて営業債権・債務残高の変動に伴い資金が2億25百万円減少

 ③前年同四半期と比べて法人税等の支払い額の減少に伴い資金が47百万円増加

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動の結果獲得した資金は、2億2百万円(前年同四半期は43百万円の獲得)となりました。

 前年同四半期との差異1億58百万円の主な要因としては、下記内容が挙げられます。

 ①前年同四半期と比べて有価証券の運用により獲得した資金が1億87百万円増加

 ②前年同四半期と比べて投資有価証券の清算分配金の減少に伴い資金が17百万円減少

 ③前年同四半期と比べて預け金の支出の減少により資金が15百万円増加

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 前年同四半期との差異の内容は、配当金の支払額の増加によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年３月期の業績予想を下記の通り修正いたした。

 なお、詳細につきましては11月13日に公表いたしました「平成27年度３月期第２四半期連結累計期間における前年

同期の実績値との差異及び通期連結業績予想の修正並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

平成27年３月期の連結業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  連結営業収益 連結営業利益 連結経常利益 
連結当期純利

益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,500 

百万円 

100 

百万円 

223 

百万円 

234 

円  銭 

23.93 

今回修正予想（Ｂ） 4,500 130 290 274 28.02 

増 減 額（Ｂ－Ａ） － 30 67 40  

増 減 率（ ％ ） － 30.0 30.0 17.1  

（参考）前期連結実績 

（ 平 成 2 6 年 ３ 月 期 ） 
4,391 11 151 157 16.06 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結累計期間において、業務提携先であるオランダの船会社ライム・ツリー・クルーゼズ社（Lime 

Tree Cruises B.V.）は、支配力基準により当社の子会社に該当しているため、連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を、従業員の平均残存勤務期間に基づく割引率から単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。

 これに伴う当第２四半期連結累計期間の期首の利益剰余金及び営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益への影響はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,548,956 1,966,002 

営業未収入金 5,676 1,451 

有価証券 25,374 25,381 

貯蔵品 5,106 7,119 

旅行前払金 373,360 436,407 

その他 212,371 257,769 

貸倒引当金 △60 △60 

流動資産合計 2,170,786 2,694,071 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 160,479 160,479 

減価償却累計額 △122,324 △123,666 

建物及び構築物（純額） 38,154 36,813 

船舶 － 1,613,172 

減価償却累計額 － △36,659 

船舶（純額） － 1,576,513 

土地 37,780 37,780 

その他 89,995 101,678 

減価償却累計額 △86,475 △87,792 

その他（純額） 3,520 13,885 

有形固定資産合計 79,455 1,664,992 

無形固定資産 38,239 50,615 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,149,313 988,193 

長期貸付金 1,695,520 34,009 

その他 524,535 486,441 

貸倒引当金 △396,594 △228,756 

投資その他の資産合計 2,972,775 1,279,888 

固定資産合計 3,090,470 2,995,495 

資産合計 5,261,256 5,689,567 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 200,904 162,565 

未払法人税等 57,906 76,829 

旅行前受金 950,553 1,169,421 

賞与引当金 25,376 31,950 

株主優待引当金 9,255 4,450 

その他 71,280 73,451 

流動負債合計 1,315,278 1,518,668 

固定負債    

退職給付に係る負債 99,125 104,028 

役員退職慰労引当金 97,272 93,389 

資産除去債務 10,303 10,411 

その他 26,782 29,132 

固定負債合計 233,483 236,961 

負債合計 1,548,762 1,755,629 

純資産の部    

株主資本    

資本金 932,550 932,550 

資本剰余金 911,300 911,300 

利益剰余金 1,740,222 1,921,891 

自己株式 △218 △218 

株主資本合計 3,583,853 3,765,522 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,588 27,415 

繰延ヘッジ損益 131,665 104,276 

退職給付に係る調整累計額 △5,613 △4,690 

その他の包括利益累計額合計 128,640 127,002 

少数株主持分 － 41,412 

純資産合計 3,712,494 3,933,937 

負債純資産合計 5,261,256 5,689,567 

 

- 6 -

株式会社ニッコウトラベル(9373) 平成27年３月期 第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益 1,924,135 2,467,384 

営業原価 1,552,067 1,839,940 

営業総利益 372,068 627,443 

販売費及び一般管理費 420,304 440,598 

営業利益又は営業損失（△） △48,235 186,845 

営業外収益    

受取利息 21,794 14,819 

受取配当金 3,716 12,969 

投資有価証券売却益 59,149 34,231 

その他 2,540 635 

営業外収益合計 87,201 62,656 

営業外費用    

為替差損 9,688 49,955 

その他 － 230 

営業外費用合計 9,688 50,186 

経常利益 29,276 199,314 

特別利益    

投資有価証券清算分配金 31,818 14,766 

貸倒引当金戻入額 － 167,838 

特別利益合計 31,818 182,605 

税金等調整前四半期純利益 61,095 381,920 

法人税、住民税及び事業税 22,782 80,355 

法人税等調整額 3,592 471 

法人税等合計 26,374 80,827 

少数株主損益調整前四半期純利益 34,720 301,092 

少数株主利益 - 60,746 

四半期純利益 34,720 240,346 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 34,720 301,092 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △13,814 24,827 

繰延ヘッジ損益 22,462 △27,388 

為替換算調整勘定 － 402 

退職給付に係る調整額 － 922 

その他の包括利益合計 8,647 △1,235 

四半期包括利益 43,368 299,857 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 43,368 238,708 

少数株主に係る四半期包括利益 － 61,149 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 61,095 381,920 

減価償却費 3,287 42,882 

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △167,838 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,890 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 5,825 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,942 △3,883 

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,108 6,573 

受取利息及び受取配当金 △25,511 △27,789 

為替差損益（△は益） △1,217 48,629 

投資有価証券清算分配金 △31,818 △14,766 

投資有価証券売却損益(△は益) △59,149 △34,231 

営業未収入金の増減額(△は増加) △275 4,224 

旅行前払金の増減額(△は増加) △513,783 △63,071 

未収消費税等の増減額（△は増加） 14,752 △2,909 

たな卸資産の増減額（△は増加） △552 △2,020 

その他の流動資産の増減額(△は増加) 10,835 △19,584 

その他の投資その他の資産の増減額(△は増加) △1,033 251 

営業未払金の増減額(△は減少) 79,333 △70,426 

旅行前受金の増減額(△は減少) 750,164 219,089 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △29,960 △12,884 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 8,712 108 

その他 165 907 

小計 271,100 291,006 

利息及び配当金の受取額 25,514 27,781 

法人税等の支払額 △101,873 △54,129 

法人税等の還付額 1,116 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 195,858 264,658 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △577 △3,734 

投資有価証券の取得による支出 △77,277 △52,129 

投資有価証券の売却による収入 157,700 320,986 

投資有価証券の清算分配による収入 31,818 14,766 

無形固定資産の取得による支出 △1,422 △9,743 

貸付金の回収による収入 16,219 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △182 △500 

預け金による支出 △83,323 △67,482 

その他の収入 900 142 

投資活動によるキャッシュ・フロー 43,854 202,305 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △47,836 △58,433 

財務活動によるキャッシュ・フロー △47,836 △58,433 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,280 8,521 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 193,156 417,052 

現金及び現金同等物の期首残高 1,796,040 1,520,399 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,989,196 1,937,451 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

 当社グループの事業は、旅行業という単一セグメントであるため、記載は省略しております。

 

（重要な後発事象）

当社は、平成26年11月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。 

 

１．自己株式の取得を行う理由 

株主の皆様への利益還元を通じて資本効率の向上を図るとともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政

策の遂行を可能とするため自己株式の取得を行うものであります。 

 

２．取得に係る事項の内容 

（１） 取得対象株式の種類     当社普通株式 

（２） 取得し得る株式の総数    300,000株（上限） 

                  （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 3.07％） 

（３） 株式の取得価額の総額    75百万円（上限） 

（４） 取得期間          平成26年12月１日～平成27年５月31日 
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５．補足情報

（１）仕入れ実績及び販売の状況

①仕入実績

商品名

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

  至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

 航空運賃・地上費（千円）

広告原価（千円）

その他（千円）

1,309,705

102,825

86,115

1,581,425

118,514

100,611

 合計（千円） 1,498,646 1,800,551

（注）地上費は主催旅行における海外現地の宿泊費・交通費・その他の費用であります。

 

②販売実績

A．商品別営業収益

区分

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

  至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

 旅行売上 （千円）

  その他売上（千円）

 1,915,097

 9,038

 2,213,277

 254,106

 合計（千円）  1,924,135  2,467,384

（注）その他売上は保険手数料、渡航申請手数料及び海外の旅行会社に対するクルーズ船貸出等の収入でありま

す。

 

B．種別旅行営業収益 

区分

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

  至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

 募集型企画旅行（千円）

受注型企画旅行・手配旅行（千円） 

 1,893,920

 21,177

2,191,516

21,760

 合計（千円）  1,915,097 2,213,277
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C．渡航先別顧客数

行先

前第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日

  至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

 ヨーロッパ（人）

ロシア（人）

中東（人）

北米（人）

中南米（人）

オセアニア（人）

アジア（人）

アフリカ（人）

南極（人）

その他（人）

 2,203

58

72

196

1

－

50

13

－

－

2,227

36

43

182

－

35

27

－

－

70

 合計（人） 2,593 2,620

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合に欧州方面の旅行需要が主流を占めております。

  特に欧州方面のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、第１四半期及び

第３四半期の顧客数が他の四半期と比べて高くなっております。

 

（２）その他の注記事項

 該当事項はありません。
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